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奉 美 群 島 の 蝶 類 (1) 
川 。 市  M。 和信 P 


On the butterflies from the Amami-Gunto (1) 


By AKITO KAWAZOE 


1958 年 7 マー8 月 , 筆者 は 約 1 ケ 月 間 奄 美 話 島 の 紅 虫 採集 を 行い , 若干 の 新 記 録 種 並 びに 新知 見 を 特 た の で , こ 
と に その 早 に 関し て の 概要 を 報告 し た い . と の 採集 た 際 し て は , 与論 島 茶 花 小 学校 教諭 喜 山 富 三 氏 , 沖 氷 良 部 人 
知名 中 学校 長 名 間 中 秀 氏 , 農林 省 門 司 植 物 防 没 所 名 瀬 出張 所 植物 防疫 官 梅林 満 智 也 氏 , 同 藤田 昌 屯 氏 等 , 幾多 の 
方 々 の 御 親切 な 御 世 話 や 御 指導 を いた ゞ き ぎ , 又 新 記録 種 に つい て は 九州 大 学 助教 授 由 水 隆 先生 の 御 数 を 仰ぎ , 
更 人 資料 の 写真 撮影 に 原 章 氏 の 御 好 上 意 を うけ た . これ ら の 方 々 に は 篤く 御礼 申 上 げ ま す . な お , 今回 の 採集 に は 
日 程 の 都合 上 喜界 ケ 島 へ 行け な か っ た の で , 以下 の 記述 は 大 島 以 西 の 主 要 四 島 に 関す る 知見 で もち る と と を 子 め お お 
断り し て お きた いら 2. 














figs.1.2 オオ シロ モン セセリ 


1 . 各 島 に お ける 新 記 録 種 に つい て 
HESPERIIDAE 
1. Pelopidas mathias oberthiiri PVANS チ ヤ バネ セセリ Ed Tyahana 28 8, 24--VII-1958 
2. Parnara guttata BREMER et GREY イチ モン ジ セ セリ 与論 品 : Rittyo, 1 9 , 25-VIIT-1958 
3. Notocrypta curvifascia C. et R.FELDER クロ セセリ 徳之島 :Matsubara、 3? \, 4-VIII-1958 
PAPILIONIDAE 


1. Graphium sarpedon nipbonum FRUHSTOREER アオ スジ アゲ ハ 





1) 大 阪 市 浪速 区 宮津 町 76 。 2) 本 挫 語 方 面 の 暴 相 区 関す る 区 献 は , | 水際 助教授 著 “日 本 産 蝶 類 分 布 表 ” 
(1958) に すべ て まとめ られ て いる の で , 本 文中 に は 必要 以外 特に 挙げ け な い と と に し た . な お , 挿入 し た 写真 
の うち , Higs. 1~5 は 原 章 氏 の 撮影 され た も の で ある . 
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后 論 司 ・ Tyahana, 18, 24-VII-1958 」 徳之 島 : San, 19, 3-VIII-1958 
2. Papilio memnon pryeri ROTHSCHILD ナガ サキ アゲ ハ 
与論 語 : Kan6, 18 (上 是 喉 ) 25-VII-1958 
PIERIDAE 
1. Colias erata poliograbhus MOTSCHULSKY モン キチ ヨウ 
与論 語 : Tyahana, 1 9 , 24-VII-1958 
2. Hebomoia glaucippe liukiuensis FRUHSTORFER ツマ ベニ チョ ヨウ 
与論 島 ・ Tyahana, 38 8 29 9, 24-VIT-1958 Gusuku, 48 8 2 9, 25-VII-1958 
LYCAENIDAE 
1. Arhopara japonica MURRAY ムラ サキ シジミ 
徳之 語 : Sedaki, 1 9 , 6-VIII-1958 
2. Lampides boeticus LINNE ウラ ナミ シン ジミ 
与論 島 : Tyahana, 19 , 24-ViI-1958 徳之 島 : Kamezu, 18, 2-VIII-1958 
3. Nacaduba crava septentrionalis SHITROZU アマ ミウ フラ ナミ シジミ 
: Kan6, 1 , 25-VII-1958 同島 で は 中 央 部 の 政 環 礁 台地 上 に 分 布 し , 少 い も の の よう で ある . 


与論 中 前 


沖永良部 島 : Wa, 18, 29-VII-1958 
こ ヽ 発表 を 快諾 され た も の で , 感謝 し た い . 
で ある . 
4. Zizeeria maha KOLLAR ヤマ トシ ジミ 
: Tyahana, 128 8 59 @, 24-VII-1958 etc. ; 徳之 詞 : 
5. Zizina otis riukiuensis MATSUMURA シル ヴイ アシ ジミ 
: Gusuku, 1 ? , 25-VII-1958 Rittyo, 19, 25-VII-1958 


これ は 同行 の 梅林 満 得 也 氏 に よっ て 待 ら れ た . 


号 論 島 





与 計 
DANAIDAE 
1. Caduga sita nibhonica MOORE 了 アサギマダラ 
徳之 島 : Inokawadake, 18, 2-VIII-1958 Matsubara, 
Danaus plexiphpus LINNE オオ カバ マダ ラ 
奄美 大 島 : Yuwan, 18, 10-VIII-1958 : 1 ぉ , 11-VIII-1958 Taken, 18 1 , 11-VIHI-1958 











人 島 


1 頭 ( 目 撃 )) 4-VIII-1958 





同氏 の 御 好 意 に よっ て 
な お , その 後 同氏 は 同島 大 山 (Ohyama) か ら も る 数 頭 得 ら れ た 由 


Kamezu, 98 8 lle 9, 2-VIII-1958 etc. 


1950 年 東京 都 下 より 全く の 迷 蝶 と し て 得 ら れ た 1 8 を 除き , 本 種 は 従来 本 邦 よ り 記 録 の な か っ た も の で ある . 


8 月 10 日 に は 他 に な お 1 頭 を 逸し た . 



































NYMPHALIDAE 
1. Argyreus hyperbius LINNE SG PIN 本 
与論 品 沖 水 良 部 詞 」 徳之 島 」 間 美 大 島 
ッ マ グロ ヒ ョ ヨウ モン SS | I A 
与論 島 : Tyahana, 18, 25- HESPERIIDAE 2 | 3 3 ! 6 
YII_-1958 PAPILIONIDAE 3 6 6 8 
2. Neptis hylas luculenta FRU- PERL 9 の 8 
RE DS LYCAENIDAE 4 4 5 9 
HST ! ミス ・ 
0 。 CURETIDAE 0 」 0 0 1 
論 島 : Tyahana 18 39 9@, LIBYTHEIDAE 0 | 6 8 | 
徳之 島 : ・ Kamezu, 3838@ 1 NYMPHALIDAE 6 | 9 | 6 11 
9, 1-VIII-1958 etc. SATYRIDAE 0 | 0 2 2 
3. Kaniska canace siphnos FRU- _ TN _ Se ES 
Total 19 | 28 27 49 
HSTORFER ルリ タテ ハ 
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論語 : Kan6, 19 , 25-VII1958 etc. : 徳 令 : San, 19, 3-VIII-1958 etc. 
4. Hypolimnas 222SS2 の の eS LINNE メス アカ ムラ サキ 与論 島 : Tyahana, 19, 24-VII-1958 

以上 の 通り , 与論 島 14 種 , 沖永良部 島 1 種 , 徳之 島 8 種 , 奄美 大 島 1 種 が 従来 の 記録 に 追加 され る と と に な る . 
従っ て , これ ら 各 上 鳥 の の 判明 せる 種類 数 は 上 の 通り で ある . 

2 . 幼生 に 関す る 新知 見 の 概要 
1. Eucrysops cnejus FABRICIUS オジ ロ シ ジ ミ 

奄美 大 詞 よ り 卵 ・ 各 令 幼 虫 を 多数 得 た . 食 草 は オオ ヤブ ツル アズ キ Azukia (Phaseolus) reflexo-pilosa OEwr 
(マメ 科 ). 岩渕 文人 氏 に よれ ば , 鹿児島 県 久志 で 木 種 は ヤセ エナ リ アア Zsszzzs FENoOR. に 産卵 する と いう 
(SATSUMA, vol. VI No. 2/3) 

2. Zizina otis riukiuensis MATSUMURA シル ヴイ アシ ジミ 
沖 氷 良 部 島 で ヤセ ハズ ソウ Kummerovia striata SCHIND. (マメ 科 ) 産卵 する の を 確認 , 採集 し た . 本 地域 に は 
ミヤ コグ サ は 全く 見 られ な い . 
3. Neptis hylas luculenta FRUHSTOREER リウ キ ウ ミ スジ 
徳之 合 で メス ビ ト ハギ Desmodium racemosum DC. (マメ 科 ) より 多く の 思 と 幼虫 1 頭 を 得 た . 
4. Hestina assimilis shiraki SHIROZU アカ ホシ ゴマ ダラ 
奄美 大 語 に お いて , リウ キ ウ エ ノ キ CZe/ が s bominensis Korpz. (ニレ 科 ) より 卵 及 び 里 を 採集 し た . 
5. Udaspes folus CRAMER オオ シロ モン セセリ 
奄美 大 己 よ り 卵 及び 各 令 幼 虫 を 多数 採集 し た . 食 草 は ゲッ トウ Alpinia speciosa K. ScHOM. (ショ ウ ガ 科 ). 
3. オオ シロ モン セセリ に つい て 

林 種 の 奄美 洋 詞 内 に お ける 分 布 は 現在 まで の 所 奄美 大 島 の み が 知 られ て お り , 沖永良部 島 及び 与論 島 た は 産 せ 
ず , 徳之 島 か ら は 将来 発見 され る 証 能 性 が ある . 食 草 ゲッツ トウ は 九州 南端 佐田 岬 を 自生 の 北限 と する . 大 まい 
本 種 は 必ず し も 稀 で な く , 名瀬 市 に お いて も 山麓 の 民家 庭先 な ど で 採集 し うる . 食 草 は 鳥 内 至る 所 に 極め て 普通 
に 見 出 だ さ れる が , 山地 より も むし ろ 平 地 ・ 山 麓 に 多い. 発生 回 数 や 周年 経過 の 詳細 に 関し て は な お 不明 の 点 が 
多い が , ほ ぶ 年間 を 通じ て 発生 し て いる 模様 で 8 月 中 旬 に は 卵 ・ 各 令 幼 虫 ・ 成 虫 の 各 ス テー ジ の も の が 見 られ る . 

母 蝶 の 活動 は 活 溢 で ある が , 午前 中 の 未だ 気温 が 上 昇 し な いう ち は 向 陽 地 の シ ョ ウ ガ 科 植物 の 附近 で その 花 を 
中 心 に ゆる や か に 飛 北 し て いる も の が 多い . 日 中 は 余り 次 を 見 せな い が , 左 々 水辺 で 吸水 中 の も の を 見 る . 夕刻 
に は 盛ん に 追 飛 を 行う が , 高く 好 上 る こと な く 地 上 低 所 を 敏 活 に と び 廻 る . 8 の 追 飛 こ は 場所 の 占 有 性 を 思わ せ 
る も の が ある . 叉 , と の 時 期 に お いて も 盛ん に 地上 に 下り て 吸水 する . 変 尾 も と の 時 期 に 行わ も ん る の で あろ う . 

産卵 も 夕刻 に な され る . 葉 上 に 飛来 し た 母 蝶 は , 静止 する と 直ちに 腹 端 を 葉 面 と 押し つけ , 数 秒 を 要 し て 産卵 
する . 卵 は 食 草 の 表面 , 時 に は 裏面 の 各所 に 1 卵 ず つ 産 付 され る . 

卵 の 形態 概 形 は Fig. 3 に 示す ご ど とく, すり 鉢 を 伏せ た よう な 形状 を 中 し , 産 付 直後 の も の は 美 し い 紫 褐色 
を 呈す る . 大 型 で , 底辺 の 直径 1.34 mm, 高 さ 0.56 mm. 卵殻 は 薄く 白色 半 透 明 , 表面 に は 不 規則 な 弱い 網目 状 
隆起 が あっ て 基部 近く で や ヽ 格 子 状 に な っ て いる . 基底 部 で は 卵殻 が 外 方 へ 約 0.07mm ほど 張 出 し て リン グ 状 の 
ぁ ち を 形成 し , この 部 は 上 記 朋 隆 条 に よっ て 全 周 で 計 約 55 の 方 室 に 分 けら れ て いる . 卵 の 頂部 は 径 約 0.6 mm に 
わた っ て ゆる や か に 丸 ま り , 精 也 は 皿 陥 し な い . 

幼 虫 舟 化 直後 の 1 令 幼 虫 に 関し て は 筆者 の 不 注意 か ら 記 録 を 失 し た の 
で , 令 数 ・ 令 期 ・ 各 令 の 比較 等 と 共に 次 の 機会 に ゆず り た い . 摂 食 期 の 幼虫 は 各 令 
と も 頭 部 黒色 , 服部 緑色 で , 見 か け の 上 で は 若 今期 ほど 濃緑 を 呈す る . 概 形 は 細長 
い 円 筒 形 で , セセリ チョ ウ 科 幼虫 一 般 形 の 例外 で な い . 各 令 共 十分 成長 し た も の で 
は 体 中 央 や ヽ 後 寄り の 部 分 で 最も 太い 

終 令 幼虫 は 次 の 通り で ある . (Hig. 4) 

十分 成長 し た も の は , 体長 約 50 mm, 体 幅 約 7 mm。 頭 部 黒色 , 肥 部 は 淡い 吐 
緑 公 . 第 1 胸 節 及び 腹 端 節 , 体 下 面 は や ヽ 決 色 . た ゞ し , 胴 部 の 色 は 木 来 の 皮膚 の 
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色 で は な く 消 化 管内 容 物 に よる も の で ある . す な わ 
ち , 皮膚 は 落 ヾ 半 透 明 で 消化 管 ・ 気 答 ・ マ ルビ ピギー 氏 
管 等 の 内 部 諸 器 答 が すけ て 見 を , 内 生 妊 器 は 第 6 腹 節 
前 縁 附近 で 背部 た 1 対 の 黄色 次 を あら わし , 背 答 は 暗 
緑 公 の 背 線 と な っ て 第 2 胸 節 か ら 第 9 服飾 まで 縦走 








っ て いる . 
ー 頭 部 (Fig. 5) は 高き 3.8mm, 幅 3.2 mm, 前 後に 
Eig.4 終 令 幼虫 缶 平 で , 前 面 か ら 見 る と 上 方 へ な だ ら か に せ ば まり , 


貼 給 線 の 深い 陥 入 に よっ て 左右 の 頭頂 は まる く 突 出す 
る . 全面 に ちり めん 状 の し わ を 人 和 有 し , その た め 肉 眼 で は 光沢 を 欠く . 又 全 面 と 長き 0.04 mm 内 外 の 短 柱 状 刺 毛 を 
跳 布 する が , 極め て 微小 な 上 と 無色 で ある た め , ルー ペ で は 認め 難い . 頭 部 下 半 こ は か な り 長 い 刺 毛 を 有 し , 何 
れる 無色 人 針 状 で , 単眼 部 0 ユー0.2 mm, 上 万 上 で 0.2 mm, 口 器 後方 で 0.20 一 0.23 mm. 

山 部 は 3 胸 節 ・10 風 第 が 明 只 で , 第 5 一 6 腹 節 附 近 で 最も 太く , 前 後に 細 ま る . 第 1 胸 節 は 小さ く , 長き ・ 幅 
共に 頭 部 の それ に 及ば ず , 高 さ は 李 高 の 約 共 . 第 2 胸 節 より 第 1 腹 節 に 至る 3 節 は 第 1 胸 節 の 約 2.5 倍 の 長 さ を 
有 し , 後方 節 ほ ど 世 次 太く , 第 2 腹 節 以 下 は 更に 長き ・ 幅 共に 大 きく な る . 第 7 腹 節 以下 は 急 に 細 ま り , 第 9 腹 
節 は 著しく 短く , 米 端 節 すなわち 第 10 腹 節 は 届 平 で ある . 第 1 胸 節 の 背面 か ら 両側 面 に か け て の 前 半 部 に は 著 し 
く 横長 の キチ ン 板 が あり , その 両 下 敵 は 胸 脚 基部 後 上 方 に ある 気 門 の 直上 に 
達し , 第 10 腹 節 上 ( 何 は 大 型 の や ヽ 方 形 に 近い 半 円 状 キ チン 板 に よっ て 全く お 
お われ て いる . 一 般 に 皮膚 は 顕微 鏡 下 で 極め て 微細 な 頻 欄 状 構 造 を 呈し 光沢 
を 欠い て いる が , キチ ン 板 は 表面 に や ヽ 粗 な し わが ある の み で 燥 粒 状 構造 を 
欠き , 鈍い 光沢 を 有する . 

体長 全般 に 長毛 た と ほしく, わずか に 体 下面 の 曲 部 と 末端 節 キ チン 板 周 辺 
部 と に それ が 見 られ る . すなわち 各 胸 脚 基部 内 側 ・ 胸 脚 囲 辺 部 の 内 側 か ら 後 
方 に か け て の 部 分 ・ 各 胸 節 下面 前 後 緑 ・ 腹 脚 基 部 全面 ・ 脚 を 有 し な い 各 腹 節 
に あっ て は 有 脚 島 の 脚 位置 に 対応 する 部 分 すなわち 下面 ほ ゞ 中 央 の 左右 1 対 
の 部 分 ・ お よび 川上 板 後 縁 に それ ぞ れ 長毛 伴 を 有 し , 移 節 及び 第 9 腹 節 以 下 
(に あっ て は その 長き は 0.12 一 0.22 mm, 他 の 腹 節 で は や ょ 短く 0.09 一 0.13 
mm, 肛 上 板 後 縁 部 の も の は 0.19 一 0.21 mm. 何れ も 潮 純 な 針 状 で ある . こ 
れ と は 別に , 体 表 全 面 に 長 さ 002mm の 極め て 微小 な 第 2 次 刺 毛 を 麻布 
し , 無色 短 柱状 で , 基部 低 直 徐 0.026 mm, 高き 0.008mm の 柄 平 な 円 い キ チン 盤 を 具 え て いる . その 他 に も 第 
1 次 刺 毛 の 変形 と 見 な し うる 平滑 で 光沢 ある キチ ン 第 が 体 節 各所 に 見 られ る . すなわち , 第 1 胸 節 で は 気 門前 方 
に 左右 1 対 , 第 2・ 人 第 3 胸 節 で は 第 1 胸 節 の も の と 対応 する 位置 に た 各 1 対 と その 上 方 と 横 に 並ん だ 2 対 (第 3 胸 
節 で は 3 対 ), 各 腹 節気 門下 線上 , 気 門 よ りや ヽ 後 寄り の 所 に 1 対 ず つ , 第 1 一 第 8 腹 節 気 門 上 線上 , 気 門 よ りや 
ゝ 前 方 と 1 対 ず つと 耳 背 線上 中 央 より や ゝ 後 寄 り に 1 対 ず つ , 第 1 ・ 第 2 腹 節 下 面 た 2 対 , 第 7 一 第 9 腹 節 下面 と 

内 1 対 , 肛 上 板前 側 方 に 1 対 , 各 腹 肢 
外側 方 に 数 対 お よび 尾 脚 外側 方 に 1 
対 で ある . 第 1 胸 節 及び 第 1 一 第 8 
腹 節 側 方 に は 長 椿 円形 の 気 門 が あ 
り , 長 委 0.33 mm, 知 和 0.18 mm. 
た ゞ し 第 8 腹 節 の 気 門 は 他 よ り も 大 
きく 長径 047mm に 達し , その 位 
置 も 他 の 気 門 より は る か に 上 方 に あ 
る . 第 3 一 第 7 腹 分 気 門 上 線上 , 気 


























Fig.5 終 今 幼虫 頭 部 
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門 よ りや ゝ 後方 に は 小 門 陥 部 が あっ て , その 下 緑 の 皮 膚 は 厚 

化し て いる . 肛 上 板 下面 に は 強く キチ ン 化 し た 局 平 な 知 状 板 

が あっ て 肛門 上 部 を 外側 に 向かっ て お > っ て お り , その 半幅 

MP WI 
了 明 ・ 排 注 の 役 軸 を 果す も の と 考え られ る . 

幼 虫 の 習性 : 幼虫 が 食 草 の 葉 の 一 部 を 折り 下 し て 旧 を 作 
る こと と は 一 般 の セセリ チョ ウ 類 と 同様 で ある . 産卵 は 特に 柔 
か い 若 い 葉 を 選ぶ とこ と な く 行 われ る の で , 若 令 時 に あっ て も 
食 葉 を 選択 する こと は な い . 葉 の 周辺 (Cc 2 ケ所 の 切り 込み を 
作っ て その 間 の 部 分 を 通常 表面 側 へ 折り 返し て 綴る が , 裏 血 
へ 曲げ ける と と も 少く な い . 摂 食 時 た に は と の 巣 の 外 方 を 葉 の 緑 
か ら 食 し き 行 き , 成長 する た 従っ て 巣 の 折り 返し を 深め て 行 
く . 終 信 幼虫 に な る と 大 きく 葉 を 折り 返す が , この 際 は 巣 の 
両端 に 切り 込み を 作ら な い . 又 , 葉 を 丸め る こと も な い . 

老 処 する と 各 腹 脚 後方 の 友 膚 が 棒 円 形 に 破れ て と れ よ り 細 
い 繊 維 質 白粉 を 暴 巣 内 に 散ら し , その 中 に 踊 化す る . 幅 化 の 
際 に は 幼虫 時 の 巣 か ら は な れ て 地上 に 下り , 牌 下 し た 葉 や 棋 
死 し た 葉 を 綴っ て その 中 に 入る も の の ど と く , 食 草 根 際 の と 
の よう な 所 か ら 下 毅 が 発見 され る . 

四 長 さ 約 40 一 45 mm. 全体 乳白 緑色 無 紋 , 半 透 明 で , 
弱い ロウ 状 光沢 を 有 し , 著しい 東毛 を 欠く . 気 門 は や ゝ 黄 白 
色 を 帯び て 肖 い . 体 は ほ ゞ 円 筒 形 で 細長 く , 中 胸 一 第 2 腹 第 
附近 で 最も 太い . 頭頂 は 著しく 前 方 に 突出 し て 鈍い 雛 状 を 呈し , その 先端 は や ゝ 下面 に 向かっ て 科 遇 し て いる . 
下 唇 は 細長 い 六 角形 を 申し, 上唇 下 縁 は その た め W 更 を な す . 小片 は 相 接 する と と な く , 下 唇 と の 締 線 は ほ ゞ 平 
行 で ある . 小片 と 前 頭 と の 間 の 疑 線 は や ゝ 明瞭. 滑 眼 部 は 下方 に 向かっ て や ゝ 幅 せ まく な り , その トト 緑 ほ ゞ 中 央 
より 前 凌 一 下 吾 間 縫 線 を 発する . 粗 眼 部 は 応 形 . 下 題 は 甚だ 長く , 前 次 英 か ら は 
体 と 離れ て 伸び , 尾 端 を と えて 終っ て いる . その 基部 は 著しく 貴 が 広い が 急 述 に 
せ ば まり , 前 脚 端 で や ゝ 拡がっ た 後 極め て 徐々 細く な り , 先端 は 左右 が わずか 
に 分 離し て いる . その 表面 に は 多数 の 弱い 横 じ わ を 有する . 触角 は 先端 を 除い て 
ほ は さく 同 幅 , その 長 さ は 中 脚 より も 短い . 前 脚 は や ゝ 閉山 し , 中 脚 の 用 より や ゝ 長 
い . 中 脚 は 前 脚 と 触角 と に は さま れ て と れ ら 両者 より も 長い が , 交 端 まで の 長 さ 

導 で 終る . 左右 前 半 々 端 部 は その 接合 線 に 近く や ゝ 後方 に 向かっ て 伸び て いる . 
後天 は 基部 附近 で 前 凌 外 方 に 細く あら われ , 第 3 腹 節気 門 の 陸前 で 前 次 下 に か く 
れる . 前 胸 は 小さ く , 背面 後 縁 は 左右 で 後方 に や ゝ 突出 し , 触角 に 接する 所 に 横 
長 の 気 門 を も つ . 中 胸 背 面 は な だ ら か に 高まり , その 後 縁 は 半 円 形 を 星 し , その 
た め 後 胸 背 伯 は 中 央 部 で 著しく 長 さ が 短い . 第 1 一 第 4 腹 節 は 後方 部 ほど 長 さ が 
長く , 第 5 一 7 腹 館 は ほ ゞ 等 長 で 第 4 腹 節 よ り 短 く , 第 8 腹 分 は 更に 短く , 第 9 
抽 節 は 極め て 小型 . 各 節 の 長 さ は 第 4 腹 節 以 後 ゆ る や か に 減じ , 第 8 腹 節 以 降 は 
急 と 低く な る . 第 2 一 8 腹 節 側 拓 に は 椿 円 形 の 気 門 を 有 し , 第 3 腹 節 の 気 門 位 軒 
は 第 4ー 第 7 腹 節 の それ より も 高い . 第 10 腹 節 は 大 きく , 全体 が 硬化 し て 亡 平 
な ヘラ 状 を 呈す る 















































Fig. 7 着信 幼虫 の 巣 
Fig.8 食 療 の 多い ゲッ トウ 
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